朝鮮語研究5
ヘッダとフッタはつけなくてよい (氏名)

朝鮮語研究の執筆について
研究太郎（けんきゅう・たろう）

1. はじめに
全ての作業を始める前に，以下の通りページ設定を行なうこと。

1.1. ＭＳワードの場合
まず，画面上部のメニューバーから「ファイル」をクリックし，「ページ設定」を開け、ページ全般について以下の設定をする。

a) 「文字数と行数」タブ
(1) 下段の「フォントの設定」を開ける。

(2)「フォント」の「日本語用のフォント」を「ＭＳ明朝」にする。

(3)「文字幅と間隔」タブをクリックし，「文字間隔」を「狭く」に指定し，「間隔」を「0.2pt」に設定する。
b) 「余白」タブ

(1)「余白」のタブをクリックする。

(2) 上43mm，下48mm，左右各々39mmに設定する。それ以外は規定値のまま。

c) 「用紙」タブ

(1)「用紙」タブをクリックし，「Ａ４」を選択する。
d) 「その他」タブ

(1)「その他」タブをクリックする。

(2) ヘッダを30mm，フッタを37.5mmに設定する
上記の全ての作業が終了したら「ＯＫ」をクリックする。

1.2. アレアハングルの場合
まず，画面上部のメニューバーから「모양」をクリックし，「편집 용지」を開け、ページに関して以下の設定をする。

a) 용지 종류：Ａ４を選択する。
b) 용지 여백
(1) 上30.5mm，37.0mm，左右各々39.0mmに設定する。

(2) 머리말13.5mm、꼬리말10.0mmに設定する。それ以外は規定値のまま。

次に、文字の入力をする前に、画面上部のメニューバーから「모양」をクリックし，「글자 모양」を開け、フォントに関して以下の設定をする。

これはＭＳワードで原稿を作成する際のフォーマットを，実際の完成原稿と同様の書式で示したものである。以下に本文の書式をあげる。これらは「書式＞フォント」あるいは「書式＞段落」で指定する。

(1) 本文はＭＳ明朝の12ポイント
。ハングルは「Batang」
(2) 段落は「字下げ」を「１字」にする。

(3) 文字間隔を「狭く」にし，間隔を「0.2pt」にする


(4) 「日本語と数字の間隔を自動調整する」をチェックしない
また，ページ設定は以下の通り。これらは「ファイル＞ページ設定」で指定する。

(1) 用紙はＡ４
(2) 余白は上43mm，下48mm，左・右39mm，とじしろ0mm

(3) ヘッダは30mm，フッタは37.5mmに指定する
1.2. アレアハングルの場合
アレアハングルの書式設定もこれに準じるが，詳細はアレアハングル用のフォーマットを参照のこと。
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見出し：ＭＳゴシック12ポ





氏名：ＭＳ明朝12ポ


読み：10ポ、右寄せ





表題：ＭＳゴシック


14ポイント








� 脚注はＭＳ明朝10ポイントにし，本文同様に文字間隔を「狭く」0.2ptに設定する。 段落設定は「ぶら下げ」の「１字」にする。
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